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三次市森林整備計画の樹⽴にあたって 

 三次市の森林の歴史をさかのぼると、 

北部地域では、古くから砂鉄と⽊炭を使ったたたら製鉄が伝わり、江⼾時代から明治時代の終わりにかけて、たたらによる鉄の⽣産が盛んに⾏
われ、製鉄に必要な薪や⽊炭を⽣産するため、ミズナラやコナラ等の広葉樹の森で、短いサイクルで伐採と更新が繰り返されてきました。         

農地が多い中南部地域では、農業に必要な肥料や薪等、地域住⺠の⽣活資材を供給する⾥⼭林が広がっていました。 

明治の終わりから昭和の初期までは、瀬⼾内の都市に向けた、⽊炭等の燃料の供給基地としての役割と、地域住⺠のために利⽤される⾥⼭林の
役割を果たしていました。 

戦後から⾼度経済成⻑期にかけて、いわゆる燃料⾰命によって⽣活の燃料は薪や⽊炭から⽯油等の化⽯燃料に変化しました。 

 この頃から、北部地域を中⼼に、戦後の⽊材需要の⾼まりも受けて、広葉樹の森は伐採され、スギやヒノキの造林地に変貌しました。 

 中南部では、アカマツを主体とする⾥⼭林が広がり、マツタケの⽣産が⾥⼭の経済活動の⼀部になっていました。 

この様に、時代時代で森林の利⽤⽅法は変化します。            

現在、スギ・ヒノキ⼈⼯林は、⼿⼊れ不⾜により下草の無い真っ暗な森が増えています。松くい⾍の被害は次第に減少していますが、被害跡地
は⼈の⼿が⼊らない雑⽊林に変貌しつつあります。 

このように、⾼齢化、世代交代による⼭離れ、不在地主の増加などの要因により、今後、森林所有者⾃らが管理できない森林が増加し、森林の
荒廃が進むことが懸念されます。 

そのため、ひろしまの森づくり事業を活⽤して森林整備を進めているところですが、昨年４⽉からスタートした森林経営管理制度により、森林
所有者⾃らが管理できない⼈⼯林を市が預かる⽅法で、市内全域の⼈⼯林を適正に経営・管理していくことにしています。 

具体的には、奥地・急傾斜地等の林業経営に適さない⼈⼯林は、針広混交林へ誘導するなど森林の健全性を確保するとともに、林業経営に適し
た⼈⼯林は施業の集約化・路網の整備等により安定的かつ効率的な林業経営の基盤づくりを進めていきます。 

広葉樹・マツを中⼼とした天然林については、⾃然⼒を活⽤しながら必要に応じて保全・整備を⾏って、市⺠に⾝近な森としての⾥⼭景観や⽣
物多様性を確保します。 

今回、この三次市森林整備計画を樹⽴することにより、市⺠の皆様に三次市の森林の現状と課題を知っていただき、その森林の持つ様々な機能
を、これからどの様にして⾼めるか、そして、⾼められた機能をいかに享受し利⽤するか、関係者を含めて考えていきたいと思います。 

三次市森林整備計画は、５年ごとに⾒直される１０年の計画です。その期間は、森林のサイクルにくらべ短いものですが、５年ごとに様々な新
しい技術や考えを吸収し、三次市の森林・林業の将来を⾒据えたマスタープランとして、より良い計画へ更新していきたいと考えています。 
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